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２）宮城教育大学

１．はじめに

2013年10月に，5万分の1地質図幅「早
はや

池
ち

峰
ね さ ん

山」（以降，

早池峰山図幅と呼ぶ）が刊行された（川村ほか，2013）．早

池峰山図幅は，北上山地の基盤を構成する主要3地帯（南

部北上帯・根
ね だ も

田茂帯・北部北上帯）を擁することから，北上

山地における要の図幅といえる（第1図）．本図幅は，1984

年に刊行された20万分の1地質図幅「盛岡」の早池峰山図

幅区画と比較すると，縮尺の違いを考慮しても，各地質体の

分布や時代の精度が極めて高くなっている（第2図）．

「早池峰」と言えば，北上山地の最高峰であり，「準平原

の中で孤立峰をなす残丘」として，あるいは「ハヤチネウ

スユキソウなど固有の高山植物を産する蛇紋岩の山」とし

て知られている．特に，地質学者にとっては，かつて“早

池峰構造帯”と呼ばれた「北上山地の古生層を南部と北部

に区分する境界断層帯」の名で知られていた．現在では，

後述するように，地帯区分の整理により早池峰構造帯の名

は廃棄され，早池峰の名は南部北上帯の最下部を構成する

5 万分の 1 地質図幅「早池峰山」の刊行

内野隆之１）・川村寿郎２）

第 1図　�早池峰山図幅区画を示した北上山地のイン
デックスマップ．Nd：根田茂帯，NK：北部
北上帯，SK：南部北上帯．

第 2図　�「早池峰山」地域の地質図．（A）20 万分の 1地質図幅「盛岡」から早池峰山図幅区画を切り出したもの．H：石炭系日頃市層等，
Hs：古生界小川層・小黒層等粘板岩，Hv：古生界小川層・小黒層等苦鉄質岩，Mo：下部白亜系物見山層，N：石炭系長岩層，O：
石炭系鬼丸層，�Pl：ペルム系坂本沢層，Pu：ペルム系登米層，�S：シルル系川内層，um：中生界超苦鉄質岩および苦鉄質岩．（B）
5万分の 1地質図幅「早池峰山」．Fm：石炭系船久保層，Kim：神楽火成岩類，Nam：シルル－デボン系名目入沢層，Nb：古生
界根田茂コンプレックス苦鉄質岩，Nm：古生界根田茂コンプレックス泥質岩，Odm：石炭系小田越層，Oos：デボン系折壁峠層
白岩砂岩泥岩部層，Oss：デボン系折壁峠層落合砂岩礫岩部層，�Sp：オルドビス系中岳蛇紋岩，Um：ペルム系内川目層，Yv：下
部白亜系山屋層．�その他の凡例は第 4図を参照．



330   GSJ 地質ニュース Vol. 3  No. 11（2014 年 11 月）

変成岩・火成岩類の総称名［早池峰複合岩類］として残っ

ているのみである．

２．早池峰山周辺の地質研究の歴史

北上山地の地質学の研究は，明治政府により招聘された

ドイツのハインリッヒ・エドムント・ナウマンが1881年

に北上山地南部の宮城県歌津で三畳紀の地層を確認したこ

と（Naumann,1881）に始まるとされる．以後，北上山地

の古生層では，1880年代にペルム紀の，1910年代に石

炭紀の，1920年代にデボン紀の，1930年代にシルル紀

の各地層が相次いで確認された．そして，第二次世界大戦

および終戦直後における研究の中断を経て，1950年代か

ら本格的に調査・研究が開始された．その頃から，北上山

地の南部と北部の地質の相違も認識され始め，早池峰山周

辺の地質の研究も始まった．

1980年代になると，プレートテクトニクス論に基づく

日本列島の地質の見直しが進み，北部北上帯は付加体から

なると理解される一方で，南部北上帯は異地性地塊からな

ると理解され，また，早池峰構造帯は大横ずれ断層帯とみ

なされた．この頃から早池峰山周辺の地質研究は急速に進

み，南部北上帯の縁辺部でシルル紀・デボン紀の化石が発

見され中期古生代の地層が広く分布することや，その下位

の変成岩や火成岩はオルドビス紀の島弧性オフィオライト

を起源とすることが明らかにされた．2000年代に入り，

時代不明のままであった盛岡市東部の地層から微化石が発

見されて石炭紀付加体が存在することや，その一部が高圧

変成作用を受けていることが明らかとなった．また，これ

まで混乱のあった地帯区分や層序の整理が行われた結果，

早池峰構造帯という地帯名は廃棄され（第3図），北上山

地の基盤は，オルドビス系～ジュラ系の島弧域で形成され

た岩石からなる南部北上帯，石炭紀付加体からなる根田茂

帯，ジュラ紀付加体からなる北部北上帯から構成されると

いうことになった（永広ほか，2005）．

３．早池峰山図幅の地質構成と特徴

　早池峰山図幅は，行政区として，花巻市大
おおはさま

迫町，紫
し わ

波

町東部～盛岡市東部，宮古市区
くざかい

界～門
か ど ま

馬，遠野市北部を含

む．地形的には，大部分が，本図幅南東端に位置する早池

峰山の北～西方に広がる山地や丘陵からなる．地質的に

は，珪長質～苦鉄質・超苦鉄質の火成岩（火山岩・深成岩），

堆積岩（砕屑岩・生物岩），変成岩といったほぼすべての

種類の岩石，そして，顕生代ほぼすべての紀単位の年代を

示す岩石や地層が存在する．特に，オルドビス紀～デボン

紀の岩石と地層，および石炭紀の付加体が広く分布すると

いった地質構成内容は日本の他の図幅では例がない．地帯

区分としては，南部北上帯，根田茂帯，北部北上帯に区分

され，いずれの地帯にも属さない白亜紀の砕屑岩類および

貫入岩，古第三紀の噴出岩，第四紀（一部，新第三紀）の

堆積物も加わる（第 4 図，第 5 図）．

3つの地帯はいずれも断層で接し，南部北上帯の構造的

下位に根田茂帯の岩石が存在するものと推測される．根田

茂帯と北部北上帯とは高角度の断層で接して並列してい

る．3帯は前期白亜紀までにはほぼ現在の位置に定置した

と考えられる．

南部北上帯
　早池峰山図幅には，オルドビス系，シルル系～デボン

系，石炭系，ペルム系が分布し，北上山地南部に分布する

三畳系とジュラ系は含まれない．オルドビス系は，かつて

早池峰構造帯のメンバーであった，超苦鉄質岩（主に蛇紋

第 3図　盛岡南東部～花巻市大迫町北部（本図幅地域西部）における地体構造区分の変遷．NDT：根田茂帯，SKT：南部北上帯．

内野隆之・川村寿郎



GSJ 地質ニュース Vol. 3  No. 11（2014 年 11 月）     331

岩）［中岳蛇紋岩］，角閃岩［黒森山角閃岩］，

および苦鉄質岩類（斑れい岩，ドレライト，玄武

岩と少量の珪長質岩）［神楽火成岩類］から構成

される．超苦鉄質岩は，以前は広範囲に分布して

いるとみられたが，実際には早池峰山周辺以外は

さほど幅広い分布を示さない（第2図）．苦鉄質

岩類は，かつて分布域によって異なる名称が付与

されていたが，本図幅では著しい岩相の相違は

見られないため，神楽火成岩類と一括した．中

岳蛇紋岩・黒森山角閃岩・神楽火成岩類の3地質

体は，早池峰複合岩類と総称され，それらは根田

茂帯中の断層に沿って小岩体としても露出してい

る．早池峰複合岩類の斑れい岩や角閃岩のホルン

ブレンドからはオルドビス紀に相当するK-Ar年代

が報告されている（例えば，Shibata and Ozawa, 

1992）．

　シルル系～デボン系は，下位よりシルル系名
な め

目

入
いりさわ

沢層とシルル–デボン系折
おりかべ

壁 峠
とうげ

層からなる．名

目入沢層は，泥岩，砂岩，砂岩泥岩互層および珪

長質凝灰岩からなり，オーソコーツァイト礫を一

部に含む礫岩を挟む．砂岩中の砕屑性ジルコン

U-Pb年代から，名目入沢層の堆積年代は430 Ma

と推定されている（下條ほか，2010）．折壁峠

層は，名目入沢層に整合的に重なる砕屑岩を主と

した厚い地層で，下部の落合砂岩礫岩部層と上部

の白岩砂岩泥岩部層に区分される．落合砂岩礫岩

部層は，砂岩，砂岩泥岩互層，泥岩，珪長質凝灰

岩からなり，礫岩や玄武岩～安山岩火山砕屑岩を

挟む．礫岩には花崗岩類や珪長質火山岩類の礫が

多く含まれ，また，一部の層準では，中期シルル

紀のサンゴ化石を産する石灰岩礫を多く含む．白

岩砂岩泥岩部層は，砂岩，砂岩泥岩互層，泥岩お

よび珪長質凝灰岩からなり，礫岩を挟む．

石炭系は，小田越層と船久保層からなる．小

田越層は，泥岩，砂岩，石灰岩，玄武岩からな

る．同層はかつてシルル系とされた（永広ほか，

1986）が，石灰岩からの前期石炭紀を示すサン

ゴや有孔虫類などの化石が産し，他地域の石炭系

の岩相層序にも類似することから，本図幅では石

炭系として区分し直した．船久保層は，泥岩，砂

岩，珪長質凝灰岩，石灰岩からなり，石灰岩から

前期～中期石炭紀を示すサンゴや有孔虫類などの

化石が産する．

第 5図　�早池峰山図幅地域の地質の総括．第四紀のテフラは地質図に表現され
ていない．

第 4図　�早池峰山図幅の地質概略図．オルドビス紀の変成岩・火成岩の岩塊～小
岩体，前期白亜紀の岩脈，および古第三紀以降の地質体は表現されてい
ない．

5 万分の 1地質図幅「早池峰山」の刊行
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ペルム系は，内
うちかわめ

川目層からなる．泥岩，砂岩泥岩互層お

よび砂岩からなり，礫岩を挟む．礫岩は，流紋岩，安山岩，

珪長質凝灰岩のほか，花崗岩，石灰岩を特徴的に含む．石

灰岩礫から，前期～中期ペルム紀の紡錘虫化石が産する．

根田茂帯
根田茂帯は，苦鉄質岩，チャート，泥岩珪長質凝灰岩互

層，砂岩，礫岩などからなる根田茂コンプレックスから構

成される．苦鉄質岩の全岩化学組成は中央海嶺玄武岩と海

洋島玄武岩の領域を示す．ジュラ紀付加体等で多く見られ

る成層チャートは少なく，塊状チャートが一般的に産し，

またその塊状チャートからは，中期～後期デボン紀を示す

放散虫化石が得られている．泥岩珪長質凝灰岩互層は，根

田茂コンプレックスの主要構成岩として卓越する．本図幅

の根田茂コンプレックスは，ぶどう石–パンペリー石相，

パンペリー石–アクチノ閃石相または緑色片岩相の広域変

成作用を被っている．根田茂コンプレックスの付加年代

は，図幅範囲外の陸源性砕屑岩から得られた放散虫化石に

よって前期石炭紀であることが明らかにされ（内野ほか，

2005），前述した地帯区分整理に大きく貢献した．なお，

日本列島における前期石炭紀付加体（高圧型変成岩は除く）

の存在は今のところ根田茂帯に限られている．

北部北上帯
北部北上帯は，苦鉄質岩，チャート，泥質岩，砂岩から

なる門馬コンプレックスから構成される．主要構成岩は，

泥岩珪質岩薄互層，珪長質凝灰岩，泥岩，泥岩砂岩薄互層

であり，本図幅ではそれらを泥質岩として一括している．

門馬コンプレックスの付加年代は，近隣地域で産する陸源

性砕屑岩中の化石の年代から判断してジュラ紀とみなされ

るが，珪長質凝灰岩から中期～後期三畳紀を示す保存不良

の放散虫化石が産している．

白亜系–第四系
　どの地帯にも属さない白亜系–第四系として，前期白亜

紀の砕屑岩類および貫入岩，古第三紀の噴出岩，第四紀

（一部，新第三紀）の堆積物がある．前期白亜紀の砕屑岩

類［山屋層］は，早池峰山図幅南西部に分布し，流紋岩～

安山岩溶岩，珪長質凝灰岩～凝灰角礫岩，砂岩，泥岩およ

び礫岩からなる．凝灰角礫岩には下位の南部北上帯石炭系

に由来する石灰岩の角礫が含まれ，本図幅南部（早池峰ダ

ム東方）の上
かみの

岩
いわやま

山周辺では，シルル–デボン系を傾斜不整

合で覆う．前期白亜紀砕屑岩類は，かつては小規模に分布

しているとみられたが，本図幅では幅広い分布を示すこと

が明らかになった（第2図）．

前期白亜紀の貫入岩は，デイサイト，安山岩および細粒

閃緑岩の岩脈と，花崗閃緑岩，トーナル岩および石英閃緑

岩をメンバーとする大規模深成岩体［例えば，遠野花崗閃

緑岩］からなる．南部北上帯・根田茂帯・北部北上帯の中・

古生界と下部白亜系山屋層を貫き，それらに熱影響を及ぼ

している．

古第三紀の噴出岩は，流紋岩溶岩および火山砕屑岩から

なり，北部北上帯中の1地点にのみ分布する．

第四紀（一部，新第三紀）の堆積物は，未区分鮮新–更

新統，上部更新統の段丘堆積物，後期更新–完新統の地す

べり堆積物および崩壊・土石流堆積物，テフラ，完新統現

河床堆積物からなる．未区分鮮新–更新統は，凝灰岩，砂

岩泥岩互層，泥岩，砂岩および礫岩からなる．段丘堆積物

は礫，砂および泥からなり，河床との比高と開析度から，

上位段丘堆積物と下位段丘堆積物に区分される．地すべり

堆積物は，緩速の地すべりや斜面クリープなどによる岩屑

からなる．崩壊・土石流堆積物は，高速で移動した表層の

土砂や岩盤の崩壊・崩落物，および土石流によって運搬さ

れた岩屑からなる．テフラは，地質図には表現していない

が，秋田駒ヶ岳や十和田カルデラを噴出源とする後期更新

世から完新世の火山灰層である．現河床堆積物は，地域内

の河川でみられる礫，砂および泥であるが，広くかつ厚い

ものはあまり見られない．

応用地質
　金属鉱山として稼行中のものはないが，かつて金・銀・

タングステンや鉄・マンガンが採掘されていた．その中で

も盛岡市の大
お お が

ヶ生
ゆう

鉱山は，前期白亜紀花崗岩類［大ヶ生岩

体］南に位置する断層帯に発達する含金石英脈で，昭和

10年代に最盛期を迎えた．現在は，坑口のいくつかが産

業遺跡として利用されている．紫波町に位置する南部北上

帯石炭系船久保層の石灰岩からは，産業用炭酸カルシウム

（タンカル）が現在も採掘されており，品質は北上山地の

中でも極めて良好である．その他，本図幅では表層地盤構

成物質の土木地質学的な性状や，1948年のアイオン台風

による土石流災害（早池峰山北斜面で崩壊発生）について

も記述している．

4．早池峰山図幅の利活用

　近年，研究成果を社会や一般市民に周知させるアウト

内野隆之・川村寿郎
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リーチ活動が重要になっている．地質図幅は地域地質を対

象としたものであり，当該地域へのアウトリーチ素材とし

てもっと活用されるべきである．早池峰山図幅の活用例

として，2013年9月下旬に岩手県立博物館と地質標本館

とが共催で一般市民向けに開催した「県博日曜講座」にお

いて著者らが普及講演を行い，また引き続く「地質観察会

（巡検）」でも案内役を務めた（内野，2013）．参加者

も多数にのぼり，地質に興味を持つ一般市民が多いことが

窺い知れた．

　早池峰山図幅区画に立地する盛岡市立区界高原少年自然

の家では，野外活動として，蛇紋岩からなる残丘峰（兜
かぶと

明
みょうじん

神嶽
だけ

）への登山，閉
へ

伊
い が わ

川源流探検，水晶探しなどが行

われており，来所者が地域特有の地層・岩石・鉱物や地形

に接している．これらの活動支援を目的に，本図幅調査で

収集された代表的な岩石標本（平易な解説付き）と本図幅

が施設内に展示されている．また，化石・岩石標本の一部

は，岩手県立博物館のほか，地元の博物館（現花巻市総合

文化財センター）などにも本図幅とともに保管・展示され

ている． 

　今後は，早池峰山図幅区画内の見どころを自動車や徒歩

で巡るコースの策定を行いたいと思っている．さらに，本図幅

を小中学校の教育現場で理科教材として利用してもらうため

に，地質情報の提供とともに，地域の学校教員研修会や出前

授業等を行っていきたい．

５．おわりに

早池峰山周辺には，日本列島の地質の成り立ち，特に原

日本の誕生と生い立ちを考える上で重要な証拠となる岩石

や地層が分布している．地域の地質の実態を正しく理解し，

社会活動や環境保全・防災等に役立てる基盤情報としてば

かりでなく，宮沢賢治も愛した北上山地の“石っこ”にロ

マンを求めて，早池峰山図幅がさらに利活用されることを

期待する．
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5 万分の 1地質図幅「早池峰山」の刊行


